
富貴寺（豊後高田市）
　国東半島周辺に広く分布する天台宗寺院群である六郷山寺院「六郷満山」の一つで、12世紀前半～中頃に宇佐八幡大宮司家によって創建されたとされる



　平安時代に宇佐神宮大宮司の氏寺として開かれ、阿弥陀堂(富貴寺大堂)は、宇治平等院鳳凰堂、平泉中尊寺金色堂と並ぶ日本三阿弥陀堂の一つという
📹 video

https://youtu.be/LZNqbgGIE7U


　富貴寺の境内には、平安時代末期に建てられた現存する九州最古の木造建造物でもある阿弥陀堂形式の大堂（国宝）が残っている



　　　　　仁王門/石造の仁王が鎮座している





　　　　　　階段の先に大堂の屋根が見える



　そこで、右手を見ると何やら工事中/これは本堂（江戸時代中期建立）の解体修復事業らしい



　様々な石造物もあるようだ



　　　　　富貴寺大堂/平安時代末建立/国宝 📹 video

https://youtu.be/IYEqeCHf6SU


           桁行三間、梁間四間/屋根は一重の行基葺きの宝形造



正面三間と左右の手前二間、背面の中央一間には両開きの板戸が嵌められ、建物の周囲には縁が巡らされている



　　　柱は角柱だが、幅広く面取りされた大面取/斗栱は舟肘木で、垂木は二重の繁垂木 📹 video

https://youtu.be/h0Y_1g-MDbM


 舟肘木



　　　　　　それでは時計回りに回ってみよう 📹 video

https://youtu.be/7Wgp10ZIlkA












　背面/付け足しの下屋がある



　　そこで、右手を見たところ 📹 video

https://youtu.be/XUH8tQ1-EJ0


背面から正面方向に見たところ



　　そこで、右手を見たところ





正面から背面方向に見たところ 📹 video

https://youtu.be/osJrUNkV5UM


背面にあった看板/その下には五輪塔群がある その右手の階段を登ると「奥の院 薬師岩屋」があるようだ





　　　様々な石造物がある/上記の看板の下は⑦五輪塔群



　　　こちらは➂笠塔婆/大分県指定有形文化財/鎌倉時代中期造立



　　　　八臂弁才天（右手）と文殊菩薩（左手）





　　奪衣姿・十王像/豊後高田市指定有形文化財





　　　　　国東塔/豊後高田市指定有形文化財/室町時代前期造立





　　　　こちらは大分県指定有形文化財の板碑



　　　こんな説明板もあった




